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研究データ作業部会の紹介
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物質・材料研究機構 田辺浩介



研究データ作業部会とは

1. 研究データ対応を見据えた国内機関リポジトリの役割、機能要
件を明らかにし、研究データを公開する基盤に関する整備を行
う

2. 国内外の関連機関と連携し、研究データの情報流通促進及び評
価に関する活動を行う

3. 研究データの管理・共有・公開を促進するため、研究支援に携わ
る職員の意識、スキルの向上を図り、会員機関における活動を
支援する
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https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/124

機関リポジトリと研究データに
関することならなんでも

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/124


部会メンバー

• 結城 憲司 （九州大学、主査）

• 三上 絢子 (北海道大学）

• 小林 裕太 （千葉大学、副主査）

• 岩井 雅史 （信州大学）

• 田中 幸恵 （名古屋大学）

• 甲斐 尚人 （大阪大学）

• 西森 哲也 （大阪大学）

• 小野寺 千栄 （物質・材料研究
機構）

• 田辺 浩介 （物質・材料研究
機構）

• 船守 美穂 （国立情報学研究所）

• 古川 雅子 （国立情報学研究所）

• 南山 泰之 （国立情報学研究所、
副主査）

• 松野 渉 （国立情報学研究所）
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敬称略・所属は2022年7月時点



RDM事例形成プロジェクト

• 「国内機関における研究データ管理の取り組み状況調査」
の実施

• 機関リポジトリに登録された論文根拠データの分析

• RDM事例カタログの作成
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「国内機関における研究データ
管理の取り組み状況調査」の

アンケート作成
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「研究データ管理事例集」の公開
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およそ9万件ほど
XML形式
根拠データ以外も含む

IRDB収録のメタデータ取得
（NIIコンテンツ課より提供）

JPCOARスキーマ要素を使用して分類
→論文に紐づく研究データのみを自動抽出、集計

根拠データと関連資料（論文など）の
公開タイミング

根拠データのメタデータでの
関連資料タイプの分布

機関リポジトリに登録された
論文根拠データの分析



RDM教材作成プロジェクト

• 学認LMSで公開されるRDM教材の作成

• RDMを取り扱う授業シラバスの収集
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学認LMS上の教材



他機関との連携

• AXIES（大学ICT推進協議会） 研究データマネジメント
部会

• NISTEP

• 国大図協資料委員会オープンサイエンス小委員会
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https://sites.google.com/view/axies-
jpcoar/project/RDM_for_ITstaff



作業部会に参加する意義

• 他大学や研究機関に知り合いが増える、いろいろな話を
聞ける、オープンサイエンスに貢献できる、などいろいろ
ありますが…

• いちばん大きいのは「自分のやることが、みんなにとって
の先進事例になる」こと
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• 私たちといっしょに、ちょっと自慢できる仕事をしてみま
せんか

• 新しいテーマも大歓迎です
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